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1. 序章	
（1）研究背景と目的 
	 大学院の設計の授業にて、荻窪を取り扱う機会があっ
た。いざ荻窪に向かい、現地調査を行う過程でヒヤリン
グを実施すると、とある老人から『「荻窪」と呼べるの
は荻窪駅の南口方面の町だけ』という話を耳にした。	
	 実際に歩いてみると、南口方面の荻窪には、屋敷街な
どに見られる高級住宅街が多く見られ、「裕福」という
イメージを抱いた。それに対して、駅北口方面に位置す
る天沼地区は、一般的な住宅や入り組んだ路地から、「庶
民」のイメージを抱いた。	
	 なぜ、同じ街だと捉えていた範囲で、このような「階
層」が存在するのか。調べてみると、「裕福」な荻窪地
区では、1925年に大規模な土地区画整理が行われ、今日
まで続く整然とした街並が形成された。対して、「庶民」
の天沼地区でも1931年に土地区画整理はなされたものの、
一部のみであり、内容としても河川改修が主であったた
め、街並を変えるに至るものではなかった。つまり、こ
のような土地区画整理等の都市計画によって街に階層が
生まれ、そしてそれが新たな都市構造の基盤となり、今
日の街を作り上げたのではないか。	
	 以上の仮説から、本論文を執筆するに至った。 
（2）研究方法	
	 まず、対象地である阿佐ヶ谷・荻窪・西荻窪をしっか
りと捉えるために、都市の重層構造の下地である、地形
や地質、水環境といった自然状況によってつくられた基
盤、そしてそこに古代の人々がどのように生活の場を築
いたのかという基盤を明らかにする。	
	 次に、近世にスポットを当てて、古代に形成された基
盤構造がどのように変化・発展されたのかを探る。近世
に入ると、杉並地域には3本の街道が整備され、さらに江
戸幕府の支配機構に組み込まれ、20の村に分類されたこ
とにより、新たな都市構造が形成されることとなる。	
	 その後近代、現代へと時代が変わり、杉並地域におい
て非常に重大な事柄であった鉄道の開設と関東大震災、
そして戦後の復興を取りあげる。3章では地域に鉄道が入
ったことにより、街道を中心としていたまちはどのよう
に変化していったのかを明らかにし、4章では鉄道によっ
て変わった都市構造の上に、関東大震災という未曾有の
大災害による被害によって、多くの人々が流入してくる
こととなる。そうした事態を受けて、杉並地域では全国
でも有数の土地区画整理がなされる。そして戦後、さら
なる人工流入を受けて行われた都市計画が、どのような
影響を与えたのかを明らかにする。	
	 そして最後に、4章で取り上げた都市計画によって、そ
れまでに積み重ねてきた都市構造がどのように分類され、
その中にどういった人々が入ってきたのかを検討するこ
とにより、街に出来上がる階層を明らかにする。 
 
2. 古代から形成された基盤構造 
	 台地と谷底低地によって成り立っている杉並に、「杉
並累層」と名付けられた湿地性堆積物の地層群が杉並一
帯の台地の下に広がっていた。このことから、大地上に
は湧水が溢れ、神田川・善福寺川・妙正寺川といった河
川が南北に広く分布し、杉並区域には生活の場を置きや
すい基盤が整っていたと言える。	
	 そこへ古代の人々が河川沿いの台地上に生活の場を置
き、稲作という生産社会を通して地域でまとまり、福寺
川中流域、神田川中流域および善福寺川との合流部とい
った東南部において区内の中心部が築かれた。この中心
地は、中世まで鎌倉街道や板碑といった史料からほとん
ど変わらなかったということが明らかとなった。 
	
3. 村の形成と発展	
（1）近世の村の実態	
	 近世に入ると、図1のように杉並区域は20の村に分けら
れ、それらは2つの異なる環境エリアに分類することがで
きる。1つは、善福寺川・妙正寺川・神田川といった河川
周辺の自然に恵まれた環境エリア。もう1つは、近世にな
って整備された甲州街道・青梅街道・五日市街道といっ
た台地上の街道沿いエリアである。	
	 前者のエリアとしては、河川の大小によって多少規模
は異なるが、区内の南北に広く分布していたが、多くの
そういったエリアに位置する村の農家は、それぞれが川
沿いに散在する散村型ではなく、川沿いのある1カ所に集
まる集村型の形態をとっていた。	
	 それに対し、後者の台地上の街道沿いエリアの村の農
家は、街道沿いに民家を形成する、いわゆる路村的な形
態をとっていた。新田開発によって拓けた大宮前新田・
松庵・中高井戸は、開発自体が五日市街道沿いに縦長の
短冊形地割をしていたため、まさに路村的形態と呼べる
ものであった。そのほか、街道の裏手などの起伏の少な
い平坦な武蔵野台地上の村は、畑地や山林に囲まれて民
家が散在するといった散村型の形態をとっていた。	
	 また、各村の土地柄などについては、水田が少なく畑
作が中心であったということ、さらに土性が野土であっ
たり黒土が多いことから生産能力が低く、水田であって
も水損・早損の恐れがあったという。	
	 さらに、参勤交代や貨幣の統一によって主に甲州街道
沿いで人とものが集まり、こうした環境から畑の経営維
持・発展のために新たな肥料の導入、どのような農作物
がこの土地に最適かという選定といったところに注力す
ることとなり、こうした農民の試行錯誤が、後述する農
間余業者の増加、そして農民間の階層の表面化へと続い
ていくことなる。	
	
図1．近世の杉並区内の村分布	
	
（2）近郊農村としての発展 
 明治22年（1889）には市町村を自治体として、独立し
た自治を行えるように「市制・町村制」が施行され、図2
のように、区内は新たに4つの村に再統合された。	
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図 2．近代の杉並区内の村分布 
	 当時の村々では、主に穀物の農産物が多く、米・大麦・
小麦・大豆・小豆・稗・蕎麦といったものが多く作られ、
このほかにも大根・芋・さつまいも・藍・栗・柿といっ
たものも作られていた。この時代、東京の近郊農業は、
東部の隅田川・中川・江戸川といった河川に囲われた湿
田地帯と、西部の武蔵野台地上の畑地地帯とに大きく分
かれていた。これにより、東部ではキュウリなどの果菜
類やネギ・漬菜といった葉菜類が主に作られ、西部では
大根などの根菜類やナスなどの果菜類が作られていた。	
こうしたことから、穀物はほとんど隣村の中野村の仲
買人を通して出荷されていたものの、根菜類は東部で高
値で売れるため、青梅街道や五日市街道を経て江東市場
（現在の墨田区）あたりまで運搬していた。 
	
4. 農村から郊外住宅地へ	
 甲武鉄道（中央線）の開通により、荻窪をはじめとし
た沿線の地域では商業が活性化し、この時期までに区内
の中心部は甲州街道沿いから中央線沿線へと移行した。	
	また、高円寺・阿佐ヶ谷・西荻窪にも駅が開設されると、
駅誘致に土地を提供した地主たちの存在が今まで以上に
格式あるものとなり、そうした人々が住まう駅周辺に商
業が入るようになり、活気を生み出していく。こうした
活気を広めるように、土地区画整理事業によって畑地か
ら宅地へと大規模に変容し、郊外としての要素を形成し
ていく。	
	 	 	
図3．土地区画整理・耕地区画整理の分布図 
	 そして、関東大震災によって東京市内から人々が溢れ、
交通アクセスの良さと有り余る土地が受け皿となり、非
常に多くの人口が区内に流入する。特に、会社、役所と
いった勤め人に加え、政界や軍人といった特殊な身分の
人々も入ってきたため、農村地帯であったそれまでの地
域構造は一気に瓦解し、コミュニティ喪失など事態を招
くこととなる。 
	 そうした中で、中央線沿線を中心に、新たに住宅都市
としての構造を建設し始める。荻窪の駅周辺から商店街
という新たな文化が発祥され、今まで以上に杉並区域に
とって中央線沿線が中心地となり、それ以外の地域との
間に圧倒的な差を生むこととなる。	
	
図3．昭和6年頃の区内の商店分布	
	
5. 階層による重層構造	
	 こうしたことを踏まえ、井荻町の土地区画整理の有無
によって阿佐ヶ谷・荻窪・西荻窪を分けてみると、その
範囲が現在の中央線の駅を中心とするまちと、必ずしも
対応していないということが見えてくる。	
	 西荻窪と荻窪の青梅街道の南側は整然とした街並みと
ともに近代的な空間が広がるものの、荻窪の青梅街道北
側や阿佐ヶ谷では、近世以前から存在するであろう農道
から派生している道路が現在の街並みを築き、そうした
古道を中心に古き良きを継承する文化がそれぞれの地域
を支えている。 
6. 結章 
	 こうしたことを踏まえ、井荻町の土地区画整理の有無
によって阿佐ヶ谷・荻窪・西荻窪を分けてみると、その
範囲が現在の中央線の駅を中心とするまちと、必ずしも
対応していないということが見えてくる。	
	 西荻窪と荻窪の青梅街道の南側は整然とした街並みと
ともに近代的な空間が広がるものの、荻窪の青梅街道北
側や阿佐ヶ谷では、近世以前から存在するであろう農道
から派生している道路が現在の街並みを築き、そうした
古道を中心に古き良きを継承する文化がそれぞれの地域
を支えている。	
	 以上のことを踏まえて、これらの3つの地域は農村とし
て同じ発展を遂げてきたが、そうした歴史・文化をしっ
かりと継承するかどうかによって、新しく流入する人種
に変化が生じてくる。この人種の違いは生活の性質や価
値観に大きな影響を及ぼし、コミュニティの分離を生む。
それが階層の違いとなって新たな生活や価値観の違いを
生じさせてしまう。	
こうした事態を引き起こさないためにも、上辺だけを
撫でず、温故知新という考え方を持ってまち、あるいは
人の性質を吟味するといった作業がこれから先最重要な
ことであろう。	
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